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論文内 同四唯ま・ の要 t::. 日
澱粉粒は普通植物細胞のプラスチド中に見出されるが澱粉分子が溶存状態で存在する乙とは知られてい







































て， アミロースのゼラチン掠液にフォスフォリラーゼおよび Q- 酵素を加えてゲノレ化し， これらの酵素が
ゼラチン中でアミロースに働いてアミロペクチン様の多糖類を作ることを明らかにした。
以上土井君の仕官は， 植物のプラスチド内でのデンプン粒生成の機構をゼラチンを用いてのモデル実験
によって追跡し， その結果初めてデンプンおよびその両成分アミロペクチンおよびアミロース試験竹内で
天然のデンプン粒に極めて近い形に再結することに成功したばかりでなく， それらのデンプン粒の性質を
任意に変え得るようにしたもので，世界で・最初の業績で、ある。 さらにゼラチンゲ、ル中でデンプンに関与す
る酵素を作用させる乙とに成功した。 これによって試験管内で糖類からデンプン粒までの合成を可能にし
てデンプン化学に大きな貢献をしたものである。
よって博士論文として十分の価値あるものと認める。
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